


































前からミトコ ンド リアには，酸素だけあっても ATPは出来ない現象を認めており





























































































































































































































































の後，ストーンと下がっています.0.4, 0.45，非常にこの 2日は， クリテイカル
でございます．私自身非常に驚きましたのは，ハノーバ一大学，ピッツバーグ大学
でも，乙れだけのクリテイカルに下がりますと， 多く は死亡してし、くわけでござい
ます．しかしながら，これは生体からの graftですから，保存することなくそのま
ま置換しているわけでございますから， graft は非常にし火、わけでございます．そ
ういうこともございまして，非常にクリテイカルな時期を乗り越えて，私がこの時
2 
にお電話をいただし、て，協力を要請されまして，教室のスタッフは島根を行ったり
しているわけでこざいます．この低下時には心不全がおきていたそうです.FI02 
が70%でございます．「なぜ」「どうして」といろいろ互レに討論しながら，血中ケ
トン体比を上昇せしめることができたわけで、あります．私達は，臨床におきましで
も，このケトン体比を上げるとし、うことは，生命を維持するための最も基本的な概
念と考えて，そのためいろいろな治療手段の開発に努力しております．現在，集ま
っている約250例の肝移植症例の成績をみますと，肝切除は， 0.7でございますけれ
ど，肝移植は，このOからの出発でございますので， 1.0以下でなければ必ず急性
の拒絶反応とか肝不全に入ってまいります．島根医大に関して，安心していたわけ
でごさいますけども，今から 1週間ほど前，これがストーンと0.8に下がってきた
わけでございます．他の検査は全く正常でして，一見，本人も元気なんでございま
すが，下がったということで，こちらに連絡が入りましたので，私ども非常に緊張
いたしまして，教室の方が直ちに島根医科大学に行きまして，これを現在上げるこ
とに努力しているわけで、ございます．田中講師，滝先生に行っていただきまして，
いろいろと討論をしているわけでごさいますが，現在，昨日の値が0.879でござい
ますが，今，向こうと検討しておりますけども，早くこの l以上に上げることが，
絶対必要条件だと考えているわけでございます．誰がやろうと，やはり今．島根医
科大学の症例が失敗しますと，私達にとっても移植に入り難いわけでございまして，
教室も全力をあげて，島根医科大学の肝移植を成功させることが，私自身達のやる
べき最も重要な課題といたしまして，すでに夜中でも連絡がありますと，スタップ
が集まりまして，対応しているところでごさいます．今日，拡大手術と肝移植の問
題について述べましたが．私自身，ミトコンドリアをやりまして， 35年になります．
本庄先生は非常にサイエンスにあこがれの強い先生でございまして，「小津，もう
突っ走れよ」と，会う度に官、に指示をして頂いてきたわけで、ございます．私もあと
残る人生も少ないわけでζざいますが，これからもなお一層，燃え尽きるまでに頑
張って，私自身が生み出した考え方を世界の医学の発展の為に導入していくことを
皆さんの前でお約束して，私の講演を終わりたし、と思います．御静聴どうもありが
とうごさいました．
